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■研究目的と概要

　このプロジェクトがフィールドとする徳島県神山町は、

四国山地の中程、徳島市内から車で40分ほどの山間部

に位置し、高齢化と過疎化が課題となっている人口約5

千人の町です。かつて「消滅可能性自治体」に挙げられ

たこともありますが、民間と行政が協力し、情報インフラ

の普及によってIT企業のサテライトオフィスがいくつも開

設されたり、芸術家の滞在を促すプログラムを実施する

など、地方創生の好例としても知られています。

　石川初研究室では2016年に神山町の研究に着手し

て以来、これまで町の生活風景、道の風景などの観点

から調査研究を継続してきました。今年度は、神山町で

景観計画を策定するにあたり、神山町独自の残したい

風景の特徴を明らかにすること、また町民が町の景観に

興味を持つきっかけをつくることを目標に活動しました。

そのために、二度行った調査合宿では、様々なバックグ

ラウンドを持つ13人の町民の方にインタビューを行いま

した。他にも、景観をよくする生活の工夫や、眺望の観

点からも調査を行いました。調査合宿の成果を、3月6

日〜3月10日の石川初研究室の展示会「野良」や、3月

16日と17日に神山町で行う展示会で報告する予定で

す。

■活動内容、報告

・事前調査合宿

　事前調査合宿では本合宿の予行として、神山町にて

現地の方々へのインタビューや町内の集落の下見、印

象的な風景の記録を行いました。インタビューは神山町

内在住の方々計2名に対して行い、それぞれから神山

の生活史を引き出すためのツールとして、地形模型や

地図、航空写真を活用しました。その結果、それらの

ツールが字の境目や生活範囲、歩経路の位置などの位

置にまつわる話題を引き立てる効果を持つことが分か

り、本合宿に繋がる有益な学びを得ることができました。

また、別途行った集落調査では、鮎喰川からの奥行き

のある風景やバスからみる棚田や水田の民家など、「眺

望」が神山の風景を形作る要素であることを発見しまし

た。

図1：模型を活用したインタビュー

・調査合宿

　調査合宿では、5泊6日の滞在で①町民インタビュー

②景観をよくする生活の工夫③ビューポイントの3つを

軸に実地調査を行いました。①のインタビュー調査で

は、多岐にわたる地域、年代の方、計13人にインタ

ビューを行い、神山で暮らす人々にとっての今まで、そ

してこれからの神山での暮らし、景観に対する思いを伺

いました。インタビューを重ね、個々の神山との関わり方

に出会うことで浮かび上がったのは、ある一つの神山像

ではなく、それぞれが抱く神山像が複雑に重なったもの

でした。また、住民の人生の物語は、神山の風景の文

脈となっているのではないかという仮説に至りました。さ

らに、インタビュアーである私たちも住民の方々のストー

リーに触れることで神山の風景に佇む当事者の意識が

芽生えるといった視点の変化がありました。

図2：インタビューの様子

　②景観をよくする生活の工夫の調査では、神山町らし

い景観を探るために神山で生活する方々の暮らしの工

夫を調査し、農地や民家、保経路などに表れている生

活者の工夫を探し収集しました。「石積みに干される稲」



や「石積ガーデン」など、石積みに関する工夫が多く発

見されました。

図3：石積みガーデン

　③では、事前調査合宿を含めた過去の調査を通じ

て、神山の景観を味わう特徴的な見方として発見された

風景全体を見渡す「眺望」について、感動や驚きなど、

気持ちが動かされた眺望（ビューポイント）の収集を行い

ました。メンバーが気づいた神山の眺望の特徴として、

遠くを一望することができる「奥行きのあるパノラマ」や、

トラックや農家さん、郵便配達員さんなどが通ることで感

じる「動的な風景」、稲刈り後の棚田の色の違いによって

感じる「人が施した風景」など、高い標高での見渡しや、

農に関するビューポイントが集まりました。

図4：眺望スポット（神山町大久保）

■今後の研究に関して

　今年度行った二度の調査合宿の成果を、石川初研究

室で開催する展示会「野良」や、調査対象地の神山町

で開催する展示会で報告を行います。模型やパネルを

使った展示に加え、インタビューの中から景観に関する

お話をまとめた「インタビュー冊子」や、眺望に関する調

査をまとめた「神山まなざし図鑑」などを展示します。神

山町での展示会は、鮎喰川コモンという地域の共有ス

ペースで行います。石川初研究室の活動を知らない人

にも広く活動を紹介するきっかけになると考えていま

す。この展示会では特に、神山町で景観計画を策定す

るにあたって、町民の方に景観について興味を持っても

らうきっかけとなる展示を目指します。

図5：作業風景

図6：インタビュー冊子完成イメージ抜粋

■活動日時

・事前調査合宿

対象地：徳島県神山町

期間：7月27日〜7月28日

・調査合宿

対象地：徳島県神山町

期間：8月28日〜9月2日

・石川研究室2023年度展示会「野良」

会場：Gallery Mejiro

期間：3月6日～3月10日（いずれも10:00~17:00）

・報告会合宿

対象地：徳島県神山町

期間：3月15日〜3月18日


